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祝 生産販売高　　　突破！

檜山北部広域人参部会
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３
月
25
日
、
檜
山
北
部
広
域
人
参
部
会
が
平
成
27
年
の
生
産
販
売
高
１
億

円
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念
し
Ｊ
Ａ
今
金
町
に
お
い
て
祝
賀
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
祝
賀
会
に
は
、
生
産
者
を
は
じ
め
と
し
て
人
参
に
携
わ

る
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
47
名
が
出
席
。
平
成
６
年
か
ら
発
足
し
た
部
会
の
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
会
長
で
あ
る
天
井
秀
光
氏
は
「
面
積
・
耕
作

者
の
減
少
と
い
う
危
機
を
乗
り
越
え
、
念
願
の
販
売
高
１
億
円
を
突
破
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
生
産
努
力
と
『
定
時
・
定
量
・
定
質
』
の
原
則
に
基
づ

き
供
給
す
る
事
が
消
費
者
よ
り
評
価
さ
れ
指
定
産
地
へ
と
繋
が
り
ま
す
。」と
、

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
会
員
一
丸
と
な
っ
て
人
参
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

檜山北部広域人参部会　生産販売高１億円突破記念祝賀会を開催

檜山北部広域ブロッコリー部会　生産販売高２億円突破記念祝賀会を開催
　

２
月
23
日
、
檜
山
北
部
広
域
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
が
平
成
27
年
の
生
産
販

売
高
２
億
円
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念
し
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や
ま
に
お
い
て
祝

賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
檜
山
北
部
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産

は
平
成
19
年
に
始
ま
り
、
平
成
21
年
に
は
生
産
販
売
高
１
億
円
を
達
成
。
翌

年
平
成
22
年
の
２
月
25
日
に
は
、
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
記
念
祝
賀

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
品
目
と
し
て
、Ｊ
Ａ
今
金
町
・
Ｊ
Ａ
き
た
ひ
や
ま
・
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て

若
松
支
店
の
圏
内
で
生
産
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
合
計
し
た
数
字
で
推
移
を
見
る
と
、
当
初
生
産
戸
数
21

戸
か
ら
平
成
27
年
に
は
29
戸
へ
と
増
加
、
面
積
の
増
加
と
共
に
販
売
額
は
当

初
の
５
千
８
百
万
円
か
ら
平
成
27
年
に
は
２
億
３
百
万
円
と
な
り
、
順
調
な

伸
び
を
み
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
露
地
野
菜
の
一
角
を
担
う
品
目
と
し
て
、

更
な
る
販
売
高
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

     

祝
賀
会
挙
行
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　

挨
拶
を
行
う
天
井
秀
光
会
長

     

１
億
円
突
破
を
祝
し
『
乾
杯
！
』

     

祝
辞
を
述
べ
る
小
田
島
組
合
長

     

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
で
喜
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　

分
か
ち
合
い
ま
し
た
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３
月
７
日
、
今
金
町
水
稲
直
播
研
究
会
が
直

播
・
無
代
か
き
栽
培
の
先
進
地
で
あ
る
岩
見
沢

市
な
ど
で
栽
培
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る

齋
藤
義
崇
氏
ら
を
迎
え
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
乾
直
栽
培
と
無
代
か
き
栽
培
に
つ

い
て
一
通
り
座
学
を
行
っ
た
あ
と
、
個
別
相
談

ス
タ
イ
ル
で
自
由
に
話
を
聞
け
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
お
話
し
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
省
力
化
等
を
目
的
と
し
て
近
年

全
国
的
に
取
組
が
増
加
し
て
い
る
栽
培
技
術
で

す
が
、
国
営
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備
の
開
始
に

伴
い
当
町
で
も
取
組
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
研
究
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

水稲直播・無代かき栽培　講習会を開催平成２７年度檜山青年農業者学習交流

　

２
月
23
日
、『
平
成
27
年
度
檜
山
青
年
農
業
者

学
習
交
流
会
』
が
せ
た
な
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
檜
山
地
域
の
青
年
農
業
者
が

地
域
ご
と
に
異
な
る
営
農
活
動
の
情
報
の
交
換
を

行
い
、
交
流
を
深
め
る
事
で
担
い
手
と
し
て
の
資

質
向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し
、
檜
山
振
興
局
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
で
は
講
演
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
今
金
町
農
協
青

年
部
の
伊
藤
司
さ
ん
が
『
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

通
じ
た
食
育
教
育
』
と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
営
農

経
験
を
通
じ
て
現
在
考
え
て
い
る
事
に
つ
い
て
、

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

     

生
産
者
23
名
が
参
加
し
、

　
　
　
　
　

質
疑
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た

     

出
席
の
青
年
農
業
者
を
前
に

　
　
　
　
　
　

講
演
を
行
う
伊
藤
司
さ
ん

組
合
員
の
皆
様

　

永
年
に
わ
た
り
お
世
話

            

に
な
り
ま
し
た

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け
退
職臼

井 

恭
昭

　　　　ＨＢＣ北海道放送　あぐり王国北海道 ＮＥＸＴ
　　　　　　　　　　　　　４月３０日（土）午後５：００放送分

当ＪＡの生産者・農産物が出演予定！ぜひご覧ください !!

略
歴
〜
昭
和
31
年
１
月
生
ま
れ
。
昭
和
50
年
入
組
。

　
　
　

昭
和
50
年
購
買
課
勤
務
、
以
降
同
52
年
燃
料
課
、

　
　
　

同
52
年
車
両
整
備
販
売
課
、
同
54
年
車
両
農
機
課
、

　
　
　

平
成
10
年
車
両
農
機
課
係
長
、
同
14
年
車
両
燃
料

　
　
　

課
課
長
補
佐
、
同
17
年
車
両
課
課
長
補
佐

     

退
職
に
あ
た
り
謝
辞
を
述
べ
る
臼
井
恭
昭
さ
ん
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輝
け
！Ｊ

Ａ
マ
ン

南　

裕
貴 

洞
爺
湖
町

20
歳

経
済
部
店
舗
購
買
課

１
年
目

み
な
み  　

ゆ
う 

き

【
氏　

名
】

【
出

身

地
】

【
年

齢
】

【
所
属
部
署
】

【
奉
職
年
数
】

(

平
成
27
年
入
組)

ー 

仕
事
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

　

徐
々
に
な
れ
て
き
ま
し

た
。
繁
忙
期
は
特
に
大
変
で

す
が
先
輩
方
に
助
け
て
貰
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

(

平
成
８
年
２
月
生
ま
れ) ー 

趣
味
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

　
　

な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い

　

　

自
宅
で
の
食
事
は
自
炊
を

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
趣
味
は
音
楽
で
、
ギ
タ
ー

を
演
奏
し
ま
す
。
高
校
３
年

生
ま
で
は
野
球
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
引
退
の
あ
と
ギ

タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
近
々
、

町
内
の
バ
ン
ド
に
加
入
さ
せ

て
も
ら
う
予
定
で
す
。
ち
な

み
に
、
一
番
好
き
な
バ
ン
ド

は04 Lim
ited Sazabys

(

フ
ォ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド
サ
ザ

ビ
ー
ズ

)

で
す
。
誰
も
知
ら

な
い
で
す
よ
ね
笑

ー 

Ｐ
Ｒ
を
一
言

　

業
務
で
は
惣
菜
部
門
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
知

識
を
身
に
つ
け
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
是
非
当
店
の
惣
菜

を
ご
利
用
下
さ
い
。
そ
れ
と
、

現
在
、
彼
女
絶
賛
募
集
中
な

の
で
そ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

Ａコープいまかね店より、ご利用の皆様へお知らせいたします

※平成２８年４月１日より、旧ポイントカードは使用できません。

　日頃よりＡコープいまかね店をご利用頂き誠にありがとうございます。
　このたび、４月１日よりポイントカードの特典を変更させていただくため、新しくポイントカー
ドを更新させていただく事になりました。更新がお済みでない方は、当店サービスカウン
ターにてお手続きいただきますようお願い申し上げます。

●４月からの新しい特典は
　・お買い上げ金額２００円（税抜）ごとに１ポイントを加算いたします。
　・ポイントが５００点に達すると５００円分の割引券を自動的に発行します。
　・割引券は次回のお買い物からご利用できます。
　・なお、新しい特典を受けることが出来るのはポイントカード会員規約にご承諾のうえ、更新もしくは新規に申込みされ
　　たお客様ご本人及びご家族とし、個人のお客様に限らせて頂きます。

●新たなポイントカードへの更新手続きは
　・旧ポイントカードと引き替えに更新させて頂きます。
　・旧ポイントカードのポイントはすべて商品券に御精算させて頂き、５００点に満たない端数は新しいポイントカードに
　　移行させて頂きます。
　・新しいポイントカードは更新後、すぐにお使い頂けます。

　平成２８年４月より日曜日の営業の一部を休業とさせていただきます。休業日は基本的に第１・第３日曜日としておりますが、
季節行事などで前後する場合もございます。休業日については店頭及びレシートのメッセージ欄にてお知らせして参ります。

Ａコープいまかね店　日曜休業のご案内

　年間の休業予定日は下記の通りです

４月　３日（日）
４月１７日（日）
５月１５日（日）
５月２９日（日）
６月　５日（日）
６月１９日（日）

平成２８年
　７月　３日（日）
　７月３１日（日）
　８月２１日（日）
　９月　４日（日）
　９月２５日（日）
１０月　２日（日）

１０月１６日（日）
１１月　６日（日）
１１月２０日（日）
１２月　４日（日）
　

１月　１日（日）
１月　２日（月）
１月　３日（火）
１月１５日（日）
１月３１日（火）
２月　５日（日）

平成２９年
２月１９日（日）
３月　５日（日）
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今回のテーマは 胎仔死を考えてみる～新しい知見～

　※このコーナーでは、皆さんからの疑問・質問を大募集中です！
　　取り上げて欲しいテーマ等ありましたら、ぜひ農業経営課までご連絡下さい。

文：道南ＮＯＳＡＩ今金家畜診療所　竹内 公志

虚弱子牛症候群　その原因は？
　出生子牛の母牛体重比 7％ぐらい (600 ㎏で 42 ㎏の出生体重 ) が最も死亡率が低く、体重
がこれ以上多いものより低いもの、いわゆる虚弱子牛症候群の方が死亡率が高くなります。
　そして、死産した虚弱児の横隔膜の筋力が低下していることが判ってきました。筋線維の
直径が小さいこと ( 正常 16 、胎仔死 9) が確認されています。
　肺の組織診断から、死亡した胎仔の 53％で肺の細部 ( 肺胞 ) は開いていませんでしたが
47％は少し開いて、肺の中には胎便も確認されました。これは、何らかの理由で子宮内で呼
吸が始まったことを示し仔牛自身の呼吸能の低下だけでなく 、母牛の胎盤の機能不全もある
ことが想像されます。

虚弱児の初乳の投与はいつ？
　虚弱児は重度の低酸素血症と二酸化炭素の増加とストレスから、血液中に乳酸がたまり呼
吸困難の仮死状態で生まれてきます。健康子牛は 12 時間以内に低酸素が改善されますが、
虚弱児で生まれてきた仔牛はこの回復が遅く、そこで初乳を強制投与されると羊水が送り出
されていない状態の４胃が横隔膜を圧迫して、さらに呼吸困難となって死亡する危険性もあ
ります。
　また、死なないまでも、初乳は 4 胃の中の羊水で希釈され更になかなか送り出されないの
で吸収が悪く、初乳の血液濃度が上がりません。
　初乳は 生後６時間以内に給与すべきですが、出生直後の強制給与を避けて低酸素状態が治
り 乳欲が出て 4胃の羊水がなくなってからの給与がもっとも吸収がよいようです。

虚弱子牛症候群を防ぐには
　この原因は母牛の栄養不良が主に考えられています。
　妊娠期間 ( 特に分娩前 60 日 ) のタンパク充足率を改善することで、生まれてきた子牛の 
血液成分と子牛胸腺の大きさが改善されることが確認されています。
　子牛を健康に育てるのではなく健康な子牛を産ませることが大切で、虚弱児を分娩した母
牛は、健康な子牛を産んだ母牛より産褥期が長く初回受胎率も低い傾向があります。　
　分娩前の飼養管理は、健康な子牛生産と産褥期の軽減、繁殖性の向上にとって最も重要で
あるといわれています。

牛の出産は大切な新しい命の誕生とともに
　乳牛ではこれからの牛乳生産の始まり。肉牛では大切な素牛の誕生です。
　我々獣医師も出産をサイクルの中心に考え、治療を行います。
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※北海道病害虫防除所HPより
平成２８年に特に注意を要する病害虫①

（
１
）
小
麦
の
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病

　
小
麦
の
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
は
、
子
実
内
部
に
病
原
菌
の
厚
膜
胞
子
が
充

満
し
、
な
ま
ぐ
さ
い
悪
臭
を
放
つ
病
害
で
、
罹
病
し
た
子
実
が
収
穫
時
に

砕
け
、
健
全
な
子
実
に
厚
膜
胞
子
が
付
着
す
る
こ
と
に
よ
り
異
臭
麦
を
発

生
さ
せ
ま
す
。
本
病
の
感
染
生
源
は
、
種
子
に
付
着
し
た
厚
膜
胞
子
お
よ

び
土
壌
中
に
残
存
し
た
厚
膜
胞
子
で
す
。
そ
の
た
め
、
採
種
ほ
産
種
子
を

消
毒
し
て
用
い
て
い
る
ほ
場
で
は
、
土
壌
汚
染
が
発
生
の
主
要
因
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
本
病
は
少
発
生
の
状
態
で
は
発
病
穂
が
見
逃
さ
れ
や
す

い
こ
と
か
ら
、
発
生
し
て
い
る
ほ
場
に
お
い
て
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
る
と

罹
病
子
実
が
砕
け
、
飛
び
散
っ
た
厚
膜
胞
子
に
よ
り
土
壌
が
汚
染
さ
れ
ま

す
。
病
原
菌
は
土
壌
中
で
長
期
間
生
存
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
死
滅
さ

せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
近
年
小
麦
の
作
付
け
が
過
多
に
な
っ
て
お

り
、
連
作
ほ
場
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
発
生
拡
大
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

小麦のなまぐさ黒穂病対策は、
①小麦を連作せず、適切な輪作を行う
②採種圃産の種子を使用する
③発生を見逃さない
④発生ほ場の土壌や麦稈を他に移動しない

写
真
　
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
菌
の
厚
膜
胞
子
が
充
満
し
た
子
実

（
技
術
普
及
課
　
木
俣
　
原
図
）

（
２
）
ば
れ
い
し
ょ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

　
平
成
27
年
、
網
走
市
内
の
一
部
ほ
場
に
お
い
て
、
国
内
で
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
の
防
疫
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
種
は
形
態
や
被
害
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
類
似
し
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種
に
対
し
て
寄
生
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
種
の
発
生
は
一
部
の
地
域
・
ほ
場
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
内
外
へ
の
発
生
拡
大
に
厳
重
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
発
生
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
ば
れ
い
し
ょ
を
栽

培
す
る
全
て
の
地
域
に
お
い
て
本
種
の
早
期
発
見
及
び
ま
ん
延
防
止
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ジャガイモシロシストセンチュウのまん延を防止対策は、
①健全な種いもを使用する
②土壌の移動を防ぐ
③シストセンチュウ抵抗性品種でも植物検診を行う
④ばれいしょを過作しない

写
真
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
未
成
熟
シ
ス
ト
の
拡
大
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
見
農
試
　
小
野
寺
　
原
図
）



sgr

 JA 広報いまかね NO.4856

４月１日より入会受付スタート ５月１０日よりご利用いただけます



◇発行 今金町農業協同組合　◇住所 〒049-4397 北海道瀬棚郡今金町字今金 141 番地
◇電話 0137-82-0212( 直通 )  FAX 0137-82-0854　◇編集 営農部 農業経営課　◇印刷 今金はやし印刷社 

ＪＡ広報いまかね４８５号　平成２８年４月１日発行

讃岐 遼
生年月日 ： 平成元年６月３日

讃岐 夏実 ( 旧姓 ： 阿部 )
生年月日 ： 昭和６２年７月２０日　出身地 ： 函館市

ー
二
人
の
出
会
い
は

　
　

友
達
の
紹
介

ー
お
互
い
の
第
一
印
象
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か

　

・
遼　

～
す
ご
く
か
わ
い
い
!!

　

・
夏
実
～
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
!!

ー
二
人
の
趣
味
は
（
特
技
で
も
可
）

　

・
遼　

～
モ
ン
ス
ト

　

・
夏
実
～
モ
ン
ス
ト

　
　

※

「
モ
ン
ス
ト
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
モ
ン
ス
タ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
」
の
略
称

ー
お
互
い
の
「
好
き
な
所
」
と
「
直
し
て
欲
し
い
と

　
こ
ろ
」
は
な
ん
で
す
か
？

　

・
遼　
　

好　

き
～
料
理
が
上
手

　
　
　
　
　

直
し
て
～
直
さ
な
く
て
い
い

　

・
夏
実　

好　

き
～
す
ご
く
や
さ
し
い

　
　
　
　
　

直
し
て
～
ふ
ざ
け
す
ぎ
、
イ
ン
ド
ア
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

字
が
汚
い
、
猫
に
甘
い
、　
　

　
　
　
　
　
　
　

      　

  

キ
メ
顔
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・(

笑)

ー
ど
ん
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
か

　

い
つ
も
笑
い
の
絶
え
な
い

　
　
　
　
　

仲
良
し
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。

ー
二
人
で
行
っ
て
み
た
い
場
所
、
思
い
出
の
場
所

　
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　

海
外
に
行
っ
て
み
た
い
!!

ー
お
互
い
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

・
遼　

～
結
婚
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　

・
夏
実
～
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
支
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
っ
て
い
こ
う
ね
!!

※このコーナーでは、農業の担い手を紹介していきます。


